
          

 

 

 

 

みんなが仲良く高め合って、たくましく輝く致芳校をつくろう 

『 一人一人が自己の成長を実感し、笑顔になる学校へ 』 

 

新年あけましておめでとうございます。子供たちの元気な笑顔

とあいさつが学校に戻ってきました。年末年始休業中、家庭での

見守りのおかげで大きな事故やけがもなく過ごすことができま

した。深く感謝申し上げます。令和５年 ２０２３年の始まりで

す。 干支でいうと「卯」ウサギ年です。５年生や６年生の早生ま

れの皆さんがこの干支になります。今年の干支の癸卯には、「これまでの努力が花開き、実り始め

る年」という意味があるそうです。うさぎというと「うさぎとかめ」の昔話が有名です。うさぎは

もうゴールがあとわずかというところで心を緩め、一眠りしてしまい、最後はかめに抜かれると

いう失敗をしてしまうお話です。「油断大敵」ということを教えて

くれます。スピードや能力の高さに、慎重な心で努力を続けるこ

とで素晴らしく伸びていきます。これまでの努力が花開き、実り

始めます。３学期、４９日間。やるべきことはこの１年通してき

た「一人一人が自己の成長を実感し、笑

顔になる学校へ」～データを大切に～です。めあてをもって最後までや

り切る。そして笑顔で終業式・卒業式を迎えましょう。児童代表のあい

さつではきびきびとした発表が立派でした。「勉強では少し苦手な国語

をがんばる、あいさつを学校だけでなく地域の人にも行う、初めてのスキー場でのスキー授業を

がんばります。」としっかりとした目標をもって過ごす決意を話しました。 

 

 スキー指導の皆さんにはたくさんほめていただきました。リフト係の皆さ

んはどの学校の児童にでも、温かい声がけをしてくださり、転んでも「大丈夫」と安心してリフトに乗

ることができました。回数を重ねるごとに滑りもどんどん上達しています。安心してできる環境で、

指導者の皆さんからたくさんほめられて上手になっていきました。ご協力ありがとうございました。
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【３学期 学級委員】 

  ３年  青木 優愛  安部 昂志   

 ４年  荒井 弥与  齋藤 柊斗  

  ５年  竹田 凌駕  別部 友奏    

６年  遠藤菜々香  小口 祐人 

 ３学期は４９日間の短い日数です。しかし、次の学年へのステップとなる大切な学期です。特

に６年生は、卒業と中学校に向けての小学校生活総まとめの日々です。常に心に留めておくこと

は「総まとめ」「次の学年にふさわしいか」です。この「まとめ」と「準備」の学期の学級委員は

とても重要です。クラスみんなで力を合わせてしっかり取り組んでほしいと思います。 

 

 

令和５年度 4 月に入学する予定の年長さんが学校に来校

しました。１５名の皆さんと会うのは就学時健康診断以来で

す。お父さんお母さんの隣でしっかり話を聞くことができま

す。「はい！」と大きな声で返事もできます。一つ先輩の１年

生のお兄さんお姉さんが学校の１日を劇仕立てで分かりやす

く説明してくれました。できるようになったことがたくさん

詰まった発表でした。保護者向けの入学説明の時間には、来年

の最上級生になる５年生が一緒に学校探検をし、勉強を教えて

いました。やさしく手をつなぎ、教えてもらったことをよく聞

いています。互いの表情もとても柔らかになり、新１年生にも

５年生にとっても、有意義な時間でした。 

 

 

【西置賜地区読書感想画コンクール】 

  入 選  ６年 遠藤 暖奈 「やまなし」の世界 

  入 選  ６年 清野 夏生 「やまなし」の世界 

【防火ポスターコンクール】 

  入 選  ４年 橋本 龍依 

  佳 作  ６年 飯澤 遥人 

【ボランティア体験作文】 

  入 選  ４年 菅野 泉水 「わたしの地区の古紙回収」 

【長井市読書感想文コンクール】 

  教育長賞 ３年 保科 凪  「この世界からサイがいなくなってしまう」を読んで 

  入 選  ４年 佐々木結音 「チョコレートタッチ」を読んで 

【第４１回全国児童画コンクール】 

入 選  ４年 菅野 泉水（全国へ） 

店長賞  ２年 小口 萌花   １年 小松 美紗


